

















































































第3段階 第2段階の記録 第1回教授会議事録 “私は正しい”と首相
にもりこまれた 日時：1997年4月1日午後×年×月×日、忙しい日
情報に、評価を 2時～ 程に追われる首相は、官
加えた記録 場所：大会議室 邸廊下を歩きながら「私
司会の開会の辞で会議が始 は正しい」と語った。
まった。
の段階を明確に意識しておく事が重要になる（表1参照）。
　次頁図1に示したように、メモの記録の第一段階では、談話の話し手の言葉
を聞き手がどのように聞き取ったかという行動を経て、記録される。それを清
書するのが第二段階である。この場合には、単に「清書」するだけでなく、話
し手、聞き手のおかれていた状況、たとえば日時、場所など5WIH情報が書
き加えられるだろう。こうして書かれた清書は、話された言葉を聞いた人の筆
記とともに、その場の状況についての情報も加えられるので、現場でそれを話
した人の行為の記録としては、若干加工が施されたことになる。第三段階では、
この談話にデスクの解説や感想を盛り込んだ新聞記事が作られる。そうなると、
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事実
まず記録
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清書
第2段階 第3段階
　　　　　　　　　世完
　　　　　　　　　間成　　　内容のIH　　　　　　　　　にさを　　評価承認　　確れ
含　　　　　　　　立た
む　　　　　　　　さ記
言己言己　　　　　　　　　　　　　言己れ　録
述録　　　　　　　述た
図1　事実と記録の各段階
書き手は少なくとも二人以上となり、それぞれの立場や考え方によって、評価
が異なることは避けられない。客観的に記録するためだけに書かれてさえも、
書かれたことで、談話で発された呼吸や間合いなどのニュアンスは消えてしま
う。また、清書がたとえば書き手の日記など、きわめて個人的な記録として作
成される場合は、書き手が事実をそのまま書こうとしていなければ、記録され
ているからといって事実であると直ちに断定できるとは限らない。さらに、談
話が材料として用いられて報道されるときには、全体が正確に伝えられる場合
よりは、要約されたり、特徴的な部分だけが強く取り上げられるなど、ニュー
ス素材としての加工されることはある程度避けられない。また後になって小説
などの材料として用いられることもあるだろう。そんなときは、小説の中に書
き表された談話を事実として考えるのは、あまり常識的ではない。小説は本来
創作活動の成果であるので、事実に基づいて表現しなければならないという制
約はない。したがって、材料として用いられた談話に創作活動上の変更が加え
られている可能性があり、またそのことを著者が明記する必要もないからである。
　なお、表1には教授会議事録のケースも示した。ここでは、図1に示したよ
うにメモ→清書→承認された正式記録のという具合に記録の段階と共にその正
統性が高まっていくことが見えてくる。
事実を記す組織の記録
　記録された文書や資料にはさまざまなものがある。前節では記録によっては、
当てにならない事があるという例も述べたが、実は組織の行動の記録は表1中
に示した教授会記録の場合のように、事実を正確に伝えている可能性が非常に
高い。なぜなら、組織の中での行われる行動、すなわち業務は、複数の人間が
さまざまな活動を行いその行動と行動の結果として得られた事柄についての情
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報を共有し、次にその情報に基づいて新たな行動を行うための土台となるもの
だからである。そこには、勝手な解釈や評価を加える事が、組織全体にとって
混乱を招く事はあっても利益になる事は少ない。組織が事実を把握するために
作成する記録は、そこに記される内容情報が事実に基づいていることが前提と
なる。だから、時間が経ってからでも事実を記した記録としての価値は変化し
ない。これに対し、時間の経過とともに人間の記憶は曖昧になっていく。それ
だけに、それぞれの現時点で事実を把握するために作られた記録は、時が経て
ば経つほど、その真実性ゆえの価値が高まってくる。
思い出と歴史
　歴史といえば、そうしたタイトルを冠した書物に記されていると考えがちで
ある。だが、歴史は書物の中にあるのではなく、時間の経過そのものの中に消
えて行ってしまうものなのである。それを消してしまわないために、人は記録
を作る。記録を作るのは、それぞれの時点で起こった事実や、時には事実でな
いことを書き記し、未来にそのことを伝えるためであり、それぞれの時点で起
こった事実は、記録の中にだけ、その痕跡をとどめることができる。だから、
われわれは過去の事実を確認するために、さまざまな記録を用いる。そのとき
利用することのできる記録がどれほど信頼性の高いものであるかによって、過
去の事実を確認できる精度が決まってくるだろう。
　記録されていない歴史は思い出のなかに漂うように存在している。だが、思
い出は時間とともに少しずつ変化したり、失われたりするものである。思い出
を確実に残すために、人はしばしば写真や品物などを大切に保存する。思い出
という形にならない大切な記憶をとどめておくには、そうした手がかりは重要
である。手がかりの品物を見ては、人はその思い出を反復し、記憶を呼び覚ま
すのである。そして、確実にその思い出を固定するために、思い出を書き綴り、
歴史をまとめようとする。
短大史編纂と記録、資料
　歴史編纂という仕事は、組織があればどこでもその組織の節目の時期に当たっ
て、行われるのが通例だ。たとえば、1998年3月には自主廃業が決まっている
山一証券は、1997年にその創立100周年を迎え、会社の100年史をまとめた書物
を出版したという。そのために、会社の創立以来の運営記録を社内の一室に集
中し、整理して書棚に並べていた。これらの資料は、100年史編纂を依頼され
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た会社史の専門家が閲覧し、それに基づく会社の00年史の記述が行われた模様
である。
　ところで、1997年4月にスタートした学習院女子短期大学50年史の編纂業務
も、ほぼ1年を終えようとしている。この間、資料収集や、先行文献の調査な
どをおこない、短大50年の歴史をどのようにまとめるべきかを検討してきた。
その中で発見したことを2、3取り上げて見ておきたい。
　学習院女子短大でも、20年前に『三十年』という書物が出版された。この書
物の作成にあたっては、当時の教授陣が教授会記録を参照した上で年表に掲載
すべき事実を把握し、また旧職員の名簿なども大学の資料を用いて作成した模
様である。最も基本的な事実を記した記録は、大学では教授会記録と言うこと
になるだろう。これを歴史編纂に活用することが、歴史の流れを正確かつ確実
に把握するための最も重要なカギである。
　次に大学の歴史を肉付けしていくには、写真資料が欠かせない。幸い、学習
院女子短大の場合は、1960年あたりかちは、系統的に卒業アルバムが保存され
ている。これを活用すると、学生生活の変遷やキャンパスの変貌などを目に見
える形で描くことができるだろう。さらに、卒業生の方々からは、すでにさま
ざまな資料の提供をいただいている。こうした資料はいずれも、学生生活の様
子を生き生きと蘇らせてくれる、貴重な資料である。
注目される4号館の建物
　1月になって、旧近衛騎兵連隊兵舎であった4号館の内装改修工事にあたり、
その建物や戸山キャンパスの歴史にも視野を広げていく機会を得た。そこから
は、単に大学50年の歴史を大学の枠の中だけで見るのではなく、さらに時代を
さかのぼる中から同じ戸山の地の大きな変遷や、建物の由来などをみることが
できた。とりわけ学習院女子短大創立当初から継続して使われている4号館は、
大学のシンボルとして誇りとすべき建物であることが、近代建築史の権威、東
京大学の藤森研究室の調査で明らかになった。1月の寒い日の午後、藤森研究
室の調査に立ち合うため、改修中の4号館に入った。そのときは2階の屋根を
支える木造の骨組みや、古い天井の装飾に目を奪われた。藤森研究室の調査に
立ち合ったことから、単に紙に書かれたり印刷された資料のみに頼ることなく、
大学という組織をその地理的条件、建物の様子などと含め、総合的に資料とし
て目配りをする必要があることを強く意識させられた。
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むすびにかえて
　大学の歴史は、大学の伝統の基盤を形成するものである。1998年4月に発足
する学習院女子大学の新たな伝統は、短大50年の歴史の上に成り立つものに他
ならない。
　短大の半世紀を歴史としてまとめる作業は、まだ資料収集の途上である。短
大の50年を語る資料をきちんと把握し、それらを歴史として書物の形に作り上
げるのが、編纂業務である。一方、この4月に新たに発足する学習院女子大学
のアイデンティティ形成に、これまでの学習院女子短大が積み上げてきた伝統
の継承は欠かせない。それは、決して数冊の歴史書で事足りるものではない。
これまでの50年間に蓄積された、その都度行われたさまざまな行動の事実を一
つずつ正確に記した記録こそが、その膨大な情報を伝えることのできる信頼す
べき記録である。そうした記録は、新たな学習院女子大学に伝統を与え、基盤
を支えるものとなろう。それだけに、短大時代のさまざまな記録が、今後も適
切に確実に保存される事を強く祈念する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おがわ　ちよこ　短大史編纂室）
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